
 
 
 

平成26年度認証評価を受審して 
 
 

                   福井工業大学 

                                  学長 森島 洋太郎 

 

 
 

日本高等教育評価機構評価充実協議会 
平成27年7月7日 

事例報告：福井工業大学 



・設置者： 学校法人金井学園 

・理事長： 金井 兼 

・学  長： 森島 洋太郎 

・開  学： 昭和４０（1965）年  ※本年開学５０周年 

・所在地： 福井県福井市 （福井キャンパス） 

             あわら市（あわらキャンパス） 

・教員数：  専任 ９６人、非常勤 66人 

・職員数： 80人（内、嘱託職員9人）   

・学生数： 学部  ２，１２４人（女子学生200人、留学生63人） 

          大学院  ３２人（女子学生  ５人、留学生２人） 
   

福井工業大学の概要 （数字はいずれも平成27年5月1日現在） 
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金井学園の建学の精神 

 

 

2 



学校法人金井学園が設置する学校 

理事会 

評議員会 

法人本部 

    福井工業大学附属 

   福井中学校 

    福井工業大学附属 

   福井高等学校 

   福井工業大学 
   福井工業大学大学院 
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在籍生徒数 1,466人 

在籍生徒数 212人 

在籍学生数 2,124人（学部）、32人（大学院）  



福井工業大学の学部・学科構成 

電気電子工学科 

機械工学科 

スポーツ健康科学科 

建築土木工学科 

            基盤教育機構 

原子力技術応用工学科 

（3学部1機構8学科） 

スポーツ健康 
科学部 

環境情報学部 

工 学 部 

環境・食品科学科 

経営情報学科 

デザイン学科 

4 注） 平成26年度認証評価受審時の学部・ 
   学科構成は、1学部 1機構 ８学科  



福井工業大学大学院工学研究科の専攻・コース 

電気電子情報工学コース 

応用理工学専攻 
・博士前期課程 
・博士後期課程 

工学研究科 

機械工学コース 

環境生命化学コース 

原子力技術応用工学コース 

建築学コース 

経営情報学コース 

土木環境工学コース 

デザイン学コース 

宇宙情報科学コース 

社会システム学専攻 
・博士前期課程 
・博士後期課程 

（1研究科 
   2専攻9コース） 
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自己評価委員会

　

学科学募広報部会

ホームページ部会

人文社会部会

ＳＰＥＣ部会

教務委員会 科学／工学基礎部会

習熟度部会

教職課程部会

教養講座部会

キャリア支援委員会 キャリア教育部会

クラブ顧問会議

研究推進部会

地域連携推進部会

図書委員会

教学ＩＲ委員会

図

書

館

長

入学前教育部会

学生生活部会

学習支援部会

学

務

部

長

・

学

長

補

佐

就職指導部会

入

試

広

報

学

募

関

連

副

学

長

学

生

生

活

関

連

教

務

関

連

教

育

改

善

高

大

連

携

学

長

補

佐

点検評価委員会

改善推進委員会

学長、副学長、学長補佐(2名)、学務部長

大学運営協議会

事務局長、事務局次長
学長特命ＷＧ

教授会 学部長会議

地域連携研究推進センター運営委員会

セ

ン

タ

ー

関

連

学

長

補

佐

セ

ン

タ

ー

長
インターナショナルセンター運営委員会

研

究

・

産

学

連

携

学

長

補

佐

セ

ン

タ

ー

長

クラブ活動支援委員会

テクニカルサポートセンター運営委員会

情報システムセンター運営委員会

障害学生支援委員会

学生支援委員会

学生委員会

学部入試委員会

大学院入試委員会

予算委員会

高大連携委員会

教員評価委員会

学部運営会議

基盤教育機構運営会議工学研究科委員会 専攻主任会

FD推進委員会

平成２７年度　福井工業大学　大学運営組織図

学生募集・広報委員会

学　　　長

各種委員会： 
 委員長/副委員長 
   教員/職員 
         又は 

   職員/教員 

◆教職協働体制 

◆各種委員会委員は 
 委員長と副委員長が指名 

有能で熱意のある
人に指名が集中  

大学運営協議会
で最終調整 

◆負担平等主義を撤廃 

大学の管理運営組織 



自己点検・評価の体制  

自己点検・評価活動推進及び
自己点検・評価報告書作成

第1部会：使命・目的等
第2部会：学修と教授
第3部会：経営・管理と財務
第4部会：自己点検・評価
第5部会：大学独自の基準設定

自 己 評 価 委 員 会

委員長：学長
副学長、学長補佐、事務局長 他13人

(教学部門、事務・管理運営部門から選出)

自己点検評価書

点検・評価委員会：5部会

改善推進委員会

改善・向上計画策定・推進
委員長：副学長

（専務理事、学長補佐 他1人）

各学科、各委員会・部会、事務局各部門

改善・向上計画策定指示

改善・向上指示 点検・評価指示 点検・評価結果報告

自己点検評価書案

自己点検評価書改善案
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PLAN 

DO CHECK 

ACTION 

自己点検・評価のPDCA 
サイクルが適正、効果的 
に機能しているか 
チェックする体制を構築 

・「自己評価委員会」が 
 強いリーダーシップ 
 発揮 
 
 
 
・「点検・評価委員会」、 
 「改善推進委員会」に 
 強い権限付与 

（平成10年設置） 

（平成20年設置） 

（平成20年設置） 



第一期受審から第二期受審までの間の自己点検評価活動 

平成１９年：  日本高等教育評価機構大学機関別認証評価受審 

平成20年：  「認定」判定、「参考意見」12件、「優れた点」２２件、「改善を要する点」なし 

    「改善推進委員会」主導により、「参考意見」を受け改善への取り組み始動 

     「点検・評価委員会」主導により、点検・評価活動継続 

      （基礎資料及び根拠資料の更なる充実と恒常的アップデート）11 

平成２２年：  「参考意見」に基づく改善達成状況を理事会に報告 

平成２３年：  自己点検中間報告書（232ページ）（教学部門）完成 

平成２４年：  自己点検中間報告書（130ページ）（管理運営部門）完成 

平成２５年：   「点検・評価委員会」主導により第二期認証評価受審準備開始 

     中間報告書を基に自己点検評価書（案）及びデータ編（平成２５年度版）作成  

平成２６年:    自己点検評価書及びデータ編完成、日本高等教育評価機構に提出（6月） 

         実地調査（10月） 

平成２７年:   「適合」判定（3月） 
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     地方自治体との相互連携協定 
     知的・物的資源の地域社会への提供 
     工学の「知」を結集した各種事業 

    市民ふれあい講座、科学実験キャラバン（教職員・学生） 
      FUT福井城郭研究所の活動  など 

  

・ 地域連携・社会貢献活動 

独自基準として 
決定 

＜基準A＞ 

大学独自基準（基準A）の選定 

• 徹底した学生支援  学習支援、学生生活支援、 

                   キャリア（就職・資格取得）支援 
111 

• 独自プログラムによる実践的な英語教育 

    グローバル化社会で活躍できる技術者の養成 

     ＳＰＥＣ（Special Program for English Communication） 

【定義】  時代の変化と社会のニーズに応じた特色 

＜基準２＞ 
と重複 

実施間もない 
取組み 
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認証評価受審のための「自己点検評価書」作成の流れ 
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　第1部会（基準1）：使命・目的等 執筆責任者（点検評価委員） 日本高等教育評価機構

　第2部会（基準2）：学修と教授 執筆責任者（点検評価委員）

　第3部会（基準3）：経営・管理と財務 執筆責任者（点検評価委員）

　第4部会（基準4）：自己点検・評価 執筆責任者（点検評価委員）

　第5部会（基準A）：大学独自の基準設定 執筆責任者（点検評価委員）

各センター、各課からの原稿を
基準ごとに精査・執筆

エビデンス集
（資料編）（データ編）

収集・管理

　点検・評価委員会（最終査読委員　5名）

　　　　改善推進委員会

自己評価委員会

事務担当者
（事務局長、
職員）

点　検　・　評　価　委　員　会

　　　全体の文章量の調整、文法・図表の精査

自己点検
評価書作成

精査済み
自己点検評価書

フィードバック
（修正依頼）

自己点検評価書改善案

執筆、
資料提出依頼

原稿、
資料の提出

自己点検評価書案

ピアレビュー 依頼

最終確認による
細かな修正の指示

回答
事例の紹介

相談・質問

自己点検評価書
提出

各センター

・図書館

・情報システムセンター

・キャリアセンター

・産学共同研究センター

など

学内委員会・部会

・教務委員会

・入試委員会

・就職支援部会

・FD推進委員会

など

法人本部

事務局 各課



実地調査に向けての準備 

「自己点検評価報告書」提出後の作業（7月～10月） 
 
◆「自己点検評価報告書」補足資料の作成 
 評価書冊子は100ページ以内の制限により、説明が足りない点について 
 詳細な説明や補足資料を作成 

◆書面質問対応WGを編成 
 夏季休業期間中の教職員の連絡体制を構築    

◆想定質問集、回答集の作成 
 面談時に想定される想定質問集を基準ごとに作成 
 
 自己点検評価報告書の徹底的精査のために有益 
 教職員の共通認識形成（意思統一）のために極めて有益 

◆評価機構との密なコミュニケーション        
 実地調査における些細な疑問についても適宜質問・相談を行った 
    

 評価機構からの的確かつ迅速な回答により準備態勢は万全に   
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今後の自己点検・評価活動に向けて 

○ エビデンス資料、根拠資料等データの一元化 

   （  大学IR機能強化） 

○ 点検・評価担当の主力教職員のもつノウハウの継承 

    と共有化 

○ 自己点検・評価活動の更なる恒常化 

○ 自己点検・評価書中間報告書作成間隔の短縮 

○ 点検・評価担当教職員とその他の教職員との間の 

  意識のずれ（温度差）の最小化 

○ 教職協働の更なる深化 
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ご清聴ありがとうございました。 

福井工業大学の事例報告 

学長 森島 洋太郎 


